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やる気がいっぱい 

校長  関  幸治 

 毎年１１月１８日は、青南小学校の開校記念日です。本年度は、ちょうどその日に学芸会が

重なってしまい、１２月２日（土）に開校記念集会を行います。その開校記念集会に先立ち、

代表委員会から「開校記念月間」の提案がありました。集会当日中心となる計画委員会と集会

委員会、そして、９つの委員会が計画を立ててくれました。 

各委員会の企画は以下のとおりです。 

○環境委員会…エコキャップアート ○栽培委員会…栽培委員になってみよう 

○図書委員会…先生方の好きな本の紹介 ○飼育委員会…ウサギの一日の生活 

○音楽委員会…楽器当てクイズ ○放送委員会…だじゃれコンテスト 

○給食委員会…完食・片付けチェック ○運動委員会…UGOKING だるまさんが転んだ 

○保健委員会…健康ボーリング 

このようなことが提案されました。委員会の子供たちはやる気満々です。ほとんどの活動は、

１１月中に終わってしまいましたが、開校記念日を祝おうという思いが伝わってくるものばか

りでした。計画した委員会の子供たちも準備や当日の活動に一生懸命に取り組みました。まさ

に、一丸となって青南小学校をもり立ててくれたのです。下の学年の子供たちはどのような気

持ちをもったでしょうか。きっと、次につなげるのは自分たちだと考えてくれたことと思いま

す。 

 開校記念集会の当日は、計画委員会による「青南小学校の歴史」、「青南小学校なんでもラン

キング」の発表や、集会委員会の「誕生日間違い探し」の出し物もあります。また、金管バン

ド Blue Heart による校歌の演奏もあります。学芸会が終わったばかりで、準備も大変だった

のではないかと思いますが、青南小学校の子供たちの心意気を見せてもらいたいと思っていま

す。集会は、８時３０分から始まります。保護者の皆様はギャラリーからの参観となりますが、

ぜひご覧いただけたらと思っています。少し遅くなった開校記念日ではありますが、子供たち

の心のこもった物になることでしょう。当日がとても楽しみです。 

 先日行いました学校公開のアンケートには、「挨拶の声がとても大きくなったような気がし

ます」という声をいただきました。週替わりで朝、正門に立ってくれている挨拶当番の活動が

実を結んできたと思いました。ただ、校内ですれ違ったときの挨拶はまだ十分でないというご

指摘もありました。この点は、しっかりできるように、指導を続けていきたいと思います。２

学期も残すところ１９日、２学期のまとめをしっかり行い、３学期に備えたいと思います。こ

の２学期、保護者・地域の皆様には、様々なお力添えをいただき、ありがとうございました。 

 

 

平成２９年１２月１日 

港区立青南小学校 

校長  関 幸治 
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１２月の生活目標 

【学校をきれいにしよう】 

生活指導部 

 ４ヵ月間の長い２学期もあっという間

に時が過ぎ、残すところあとわずかになり

ました。学期のまとめの時期です。 

教室はもちろん、廊下や階段、特別教室

などさまざまな場所をきれいに使えてい

るか振り返り、「ありがとう」の気持ちを

もって過ごすことを指導していきます。毎

日使っている場所に感謝して、学校を隅々

までピカピカにしていきます。 

また、自分の道具箱、鍵盤ハーモニカ、

絵の具、習字セットなどの荷物を計画的に

持ち帰ります。紙袋等の準備をお願い致し

ます。３学期に備えて点検してもらえたら

と思います。 

身の回りの空間を整え、気持ちよく３学

期が迎えられるよう、学校全体で取り組ん

でいきます。 

 

《１２月行事予定》 
1 日(金) 安全指導日 

 2 日(土) 土曜授業 

開校記念集会 

 4 日(月) 全校朝会 歯科講話  
歯科健診（2・3・4年、5－1） 

子どもサミット 

5 日(火)  柿山伏鑑賞(6 年) 

書写講師授業 

(1・2 校時 5 年、3・4 校時 6 年) 

6 日(水) B 時程 
4 時間授業(5 年 3 組以外) 
研究授業(5 年 3 組 5 校時) 

 7 日(木) お話ポケット(1・3年) 
避難訓練 

代表委員会 

8 日(金) 書写講師授業 
(1・2 校時 4年、3・4校時 3年) 
歯科健診(1・6 年、5－2，5－3)  

11 日(月) 全校朝会 
保護者会(4・5・6 年) 

12 日(火) 保護者会(1・2・3 年) 

13 日(水) B 時程 
ロングクラブ(4～6 年 15:10 頃下校) 

14 日(木) お話ポケット(2 年) 
15 日(金) 縦割り班活動 

青南保育室交流(6 年) 

16 日(土) 土曜授業 
音楽朝会 

18 日(月) 全校朝会  

青南保育室交流(2 年) 
19 日(火) 青南保育室交流(6 年)    
20 日(水) B 時程  

青南保育室交流(6 年) 

21 日(木) 読書タイム 

青南保育室交流(2 年) 
22 日(金) 給食終 大掃除(5 校時) 
23 日(土) 天皇誕生日 

25 日(月) B 時程 
終業式 3 時間授業 

26 日(火) 冬季休業始まり 
 
1 月 9 日(火)  始業式 安全指導日 

B 時程 4時間授業 
       給食なし 

【学芸会】 

学芸会委員会 

 11 月 17 日、18 日に学芸会が行われまし

た。この日のために、子供たちは一生懸命

に練習してきました。17 日の児童鑑賞日で

は、観る子供たちが演じる子供たちを盛り

上げ、お互いに「面白かった！」と称賛し

合う微笑ましい姿が見られました。18 日の

保護者鑑賞日では、会場いっぱいの参観の

方々を前に緊張気味な様子でしたが、練習

の成果を発揮して精一杯に演じきった子供

たちの顔は、晴れ晴れとしていました。 

 劇の中では、一人一人が自分の役割をし

っかり果たさなければなりません。はじめ

は難しくて何度も練習したこともありまし

た。学芸会では、自分の役割を果たす責任

感、そして頑張ってみんなでひとつのもの

を創り上げた達成感を感じ、どの子も大き

く成長できたことと思います。 
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〔３年〕 

学芸会をこれからに生かす 

学芸会を終えた３年生の振り返りの中に「もっと３年生全員と仲良くなりたい」という

感想が見られました。 

学芸会の役決めのオーディションを終えた後「①自分の場面のセリフをほぼ覚えてくる

こと②自分のセリフを誰に送るかを決めてその相手と約束をしてくること」などの宿題を

出しました。①の宿題は個人でできるものなので、子供たちは一生懸命取り組みます。し

かし、②の宿題は友達と関わらなければクリアできません。学芸会の練習は場面ごと、学

級の枠を取り払って行われます。３年生の子供たちは１度先生に言われたことで、自分た

ちがよくなることはきちんと覚えていられる子供たちです。その反面、子供同士での活動

となると気後れしてしまう子もまだまだたくさんいました。しかし、毎日短い時間でも一

緒に活動していく中で「一緒により良いものを作りたい」という気持ちが強くなり、それ

に伴い自分の考えを相手に伝えたり、相手の話を聞いたりする姿が増えてくるようになり

ました。 

そして迎えた学芸会本番。会場のリアクションや温かい拍手をもらったことで自信をつ

けた子供たちは、自分一人ではなく、みんなでよくなるという、学校でしか体験できない

素晴らしい体験をすることができました。３年生は学芸会での経験をこれからの生活や学

習に生かしていってくれることでしょう。 

 

〔５年〕 

飛躍的な成長が見えた学芸会 

 ５年生は小学校生活で最後の学芸会を大いに楽しんで過ごすことができました。 

 学芸会の魅力は、一丸となるには多様すぎる個性の輝きを一つの作品として、集合させ

ることだと思います。 

 子どもたちは、学芸会を通して、「私の輝き」を感じるとともに、みんなで作り上げる

面白さを感じているようでした。 

 そのことを感じたのは、場面ごとの練習の時です。役ごとに発言の数の違いはある中で

すが、一人一人の表現を尊重し、真剣に耳を傾けたり、もっと良くするためにはどのよう

なことを心懸けたらよいか話し合ったりする場面が見られました。数回の練習を通す中

で、セリフの間に粘りが生まれます。あの役の子がこんな風に声を出して、こう動いたか

ら私はこう受ければよさそうだ、そんな風に思考が煮詰まっていきました。 

 もう一つは裏方の表情や所作からです。機関車や木を後ろで支えている子は息を殺し、

同じ姿勢を保つためにうつむいています。また、照明を当てる役から、役者に戻るときは

袖まで足音を立てないよう気配を消していたのを、舞台では飛び跳ねるように移動しま

す。 

 あるところでは個性を目立たせないことで表現をし、あるところでは思う存分爆発させ

る。そんなことを大いに楽しんだ学芸会でした。 
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〔専科〕 

 青南小学校の子供たちは、感性が豊かでいつも楽しく音楽の学習を行っています。特に

歌唱では、表情豊かにのびのびと歌を歌うことができます。低学年は、歌を歌うと自然に

振りを付けたり身体をゆらしたりしながら歌っています。中学年になると、曲の感じの変

化を感じ取って曲に合った歌声で歌ったり拍の取り方を変化させたりする姿がみられま

す。高学年は、歌詞や楽譜から作詞者や作曲者の意図を考え、自分たちでどのように歌っ

たらよいか考えながら歌うことができるようになってきます。これからも子供たちの「こ

う歌いたいな。」という気持ちを大切にしながら歌が大好きな子供たちを育てていきたいと

考えています。 

１２月の音楽朝会では全校で「冬の歌」を歌います。当日は、リコーダー等の楽器の伴

奏も入ります。明るく楽しい元気な曲ですので、全校で声を合わせて体育館一杯に声を響

かせたいと考えています。 

                 

〔アートクラブ〕 

今年のアートクラブは、１６名で活動

しています。作ることが大好きなメンバ

ーで楽しく制作しています。マーブリン

グの技法でうちわ作りや、木の板を加工

してミニ黒板を作ったり、リサイクルペ

ーパーで、かご作りに挑戦したりしてい

ます。部員同士がお互いに教え合い、工

夫しながら仲良く活動しています。 

今後はロングクラブの時間に、学校の

近所にある秋山庄太郎写真芸術館での展

示鑑賞なども予定しています。 

 

〔保健委員会〕 

 保健委員会は５年生８名、６年生８名の計１６名で活動しています。児童が健康で安全

に学校生活を送れるようにしたい、という思いで仕事をしようとしています。仕事の内容

は、主に飲み水の水質検査を行ったり手洗い用の石鹸の補充を行ったりすることです。ま

た、毎月決められている保健目標を全校児童に周知させるために各クラスに目標について

話をしに行きます。保健目標に合った話をわかりやすく伝えるために、劇にしてみるとい

う工夫を考えたこともありました。 

 寒くなり、インフルエンザの心配も出てくる時期になりました。保健委員会は、手洗い・

うがいの励行を呼びかけます。その際に、「蛇口が上を向いたままになっていることがよく

ある」ということに気付いた委員の児童が、「手洗い・うがいのあとは蛇口を下に向けよ

う！」と呼びかけるようにしようと提案してくれました。水質検査や石鹸の補充を行った

際の気付きが、学校全体に広がっていっています。 

  

〔サッカークラブ〕 

 サッカークラブは、第２校庭で、４年

生１３人、５年生５人、６年生５人の計

２３人で活動しています。６年生が「ど

のチームも同じ力になるように」と、一

生懸命考えて分けた４つのチームで、試

合を中心に活動に取り組んでいます。学

年や経験の有無に関わらず、声を掛け合

い、パスを回し、チームの和を大切にし

ながら試合を楽しんでいます。これから

も、安全第一でけがの無いようにサッカ

ーを楽しんでいきます。 

 


